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本日の内容

１ 地域情報ポータルサイトの状況

２ 地域情報ポータルサイトと連動した地域
情報誌

３ 住民連携型ＧＩＳとモバイル端末による調
査を実現する技術

４ 住民連携型ＧＩＳとモバイル端末を利用し
た災害対策本部のデモ

５ 共同利用のメニューと費用



1-1 地域情報ポータルサイトでのサービス展開



1-2 KRIPPと㈱ゼンリンとの協定



4-1 共同利用するＧＩＳの構成

庁内向けＧＩＳ Ｗｅｂ

C/S
スタンドアロン

庁内ＤＢ

自治体間で
公開できるデータ

自治体間連携ＧＩＳ自治体間連携ＧＩＳ Ｗｅｂ 自治体間連携ＤＢ

住民連携型ＧＩＳ住民連携型ＧＩＳ Ｗｅｂ 住民連携型ＤＢ

住民に公開できる
データ

●見た目は、統合型GIS
●データを一元管理

●メタデータ、クリアリング
ハウスを整備

●地図を繋げることで広域
課題の課題を解決
●メタデータ、クリアリング
ハウスを整備

●広域で情報発信
●メタデータ、クリアリング
ハウスを整備 モバイルアプリ

①

②



4-2 メニューと費用

項番 人口規模 メニュー① メニュー②

１ ~５万人未満 約200万円 約110万円
２ ５万人以上１０万人未満 約370万円 約160万円
３ 10万人以上 要相談 要相談

項番 メニュー名 メニュー内容

１ メニュー①

①ArcGISサイトライセンス（無制限ライセンス）費用
②ゼンリン住宅地図費用（同時接続６ライセンス）
③ビジネスV-LAN（フレッツVPN）費用
④北九州市クラウド使用料（自治体間連携・住民連携のみ）
⑤ＧＩＳセンター（データアップロード費用のみ）使用料
⑥モバイルアプリ

２ メニュー②

①ArcＧＩＳ Ｏｎｌｉｎｅライセンス、ArcViewライセンス（１ライセ
ンス）費用
②ゼンリン住宅地図費用（同時接続６ライセンス）
③ビジネスV-LAN（フレッツVPN）費用
④北九州市クラウド使用料（自治体間連携・住民連携のみ
⑤ＧＩＳセンター（データアップロード費用のみ）使用料
⑥モバイルアプリ

※初期費用は別途必要になります。


